
ま
た
、
金
銭
に
寛
容
に
な
る
こ
と
に
伴
う
意
業
の
強
調
は
、
思
想
的
に
大
乗

仏
教
と
結
び
つ
い
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
意
味
を
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
大
乗
戒
へ
の
発
展
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

日
蓮
の
本
遮
論
に
関
す
る
一
考
察

|
|
中
古
天
台
が
日
蓮
教
学
に
与
え
た
影
響
|
|

ま
た
、
戒
律
の
解
釈
を
誤
り
、
金
銭
が
あ
れ
ば
衆
生
を
救
済
出
来
る
、
ま
た

浦

手口

浩

は
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
は
金
銭
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
も
よ
い
、
と
す
る

こ
と
も
間
違
い
だ
と
思
わ
れ
る
。
重
要
な
の
は
、
常
に
戒
の
精
神
を
問
う
こ
と

で
あ
り
、
今
ま
さ
に
、
現
代
の
仏
教
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

日
目

序

論第
一
章
本
議
論
の
立
脚
点

第
一
節
仏
身
論

第
二
節
本
迩
雄
殊
不
思
議
一

第
二
章
中
古
天
台
の
本
遮
論

第
一
節
中
古
天
台
と
日
蓮
の
時
代

第
二
節
中
古
天
台
の
本
法
仏
身
論

第
一
項
宝
地
房
証
真
に
見
ら
れ
る
本
覚
思
想
批
判

第
二
項
法
身
正
意
論

第
三
項
五
百
塵
点
仮
説
論
と
無
作
三
身

第
四
項
四
重
興
廃
と
三
種
法
華

第
三
節
目
蓮
に
与
え
た
影
響

第
三
章
日
蓮
の
本
迩
論

第
一
節
目
蓮
遺
文
の
研
究
方
法

第
二
節
目
蓮
の
本
漣
仏
身
論

第
一
項
五
百
塵
点
実
説
論

第
二
項
約
体
一
致
と
約
名
勝
劣

第
三
節
目
蓮
の
法
華
経
観

第
一
項
純
理
と
し
て
の
絶
対
観

第
二
項
相
対
的
世
界
観

次

日
蓮
の
本
漣
論
に
関
す
る
一
考
察

八



結

第
三
項

論

本
門
主
義
と
唱
題
思
想

序

号ム
員間

中
世
日
蓮
門
下
で
は
、
法
華
経
の
本
門
と
遮
門
の
関
係
を
い
か
に
捉
え
る
か

と
い
う
問
題
を
巡
っ
て
「
本
漣
論
争
」
が
展
開
さ
れ
た
が
、
本
論
文
で
は
日
蓮

遺
文
か
ら
日
蓮
の
本
漣
論
を
再
検
討
す
る
。
日
蓮
遺
文
の
真
偽
問
題
に
つ
い
て

は
、
田
村
芳
恥
先
生
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
濃
厚
な
中
古
天
台
義
の
見
え
る

日
蓮
遺
文
は
偽
書
で
あ
る
と
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
花
野
充
道

②
 

先
生
は
「
日
蓮
に
欄
熟
し
た
中
古
天
台
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
」
る
べ

き
だ
と
主
張
し
、
濃
厚
な
中
古
天
台
義
の
見
え
る
日
蓮
遺
文
に
つ
い
て
も
真
撰

で
あ
る
可
能
性
を
否
定
し
て
い
な
い
。
こ
の
花
野
先
生
の
主
張
は
中
古
天
台
文

献
の
成
立
時
期
の
検
討
を
基
礎
に
し
た
義
論
な
の
だ
が
、
今
一
度
目
蓮
そ
の
も

の
の
思
想
か
ら
こ
の
間
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
本

研
究
で
は
、

日
蓮
と
中
古
天
台
の
思
想
的
関
連
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、

日
蓮

教
学
の
真
髄
に
迫
り
た
い
。

第
一
章

「
本
迩
」
と
い
う
用
語
は
、
天
台
大
師
智
顕
(
五
三
八
|
五
九
七
)
が
『
法
華

文
句
』
に
お
い
て
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
二
十
八
品
を
前
半
十
四
品
の
「
迩
門
」

と
後
半
十
四
品
の
「
本
門
」
の
二
門
に
分
節
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
知
日
額
以
前

に
も
「
本
漣
」
と
い
う
概
念
は
、
僧
肇
(
三
八
四

l
四
一
四
?
)
の
『
註
維
摩

八

③

④

 

詰
経
』
や
、
僧
叡
あ
る
い
は
道
融
の
九
轍
説
中
の
「
本
迩
無
生
轍
」
等
に
本
漣

⑤
 

の
語
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
智
顔
が
『
法
華
文
句
』
に
、

ル

ニ

⑥

「
肇
師
之
言
意
在
-
寂
場
之
本
一
耳
」
と
述
べ
僧
肇
を
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
、

僧
肇
ら
の
言
う
本
漣
が
イ
ン
ド
応
現
の
釈
尊
一
代
の
本
迩
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
知
日
額
の
本
迩
論
は
三
世
に
わ
た
る
時
間
把
握
に
よ
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
智
顔
は
『
法
華
玄
義
』
に
三
種
教
相
を
論
じ
、
そ
の
中
の
第

三
「
師
弟
の
遠
近
不
遠
近
の
相
」
を
重
視
し
て
、
「
師
弟
本
因
本
果
、
与
エ
余
経
一

ク

ナ

ル

⑦

永
異
」
と
、
法
華
経
が
、
「
五
百
塵
点
劫
」
の
久
遠
の
過
去
世
に
お
け
る
釈
尊

の
成
道
と
そ
の
時
の
衆
生
教
化
を
明
か
す
と
こ
ろ
に
、
そ
の
独
勝
性
を
強
調
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
す
な
わ
ち
久
遠
成
道
の
仏
身
(
本
仏
)
と
始
成
の
釈
尊

(
遮
仏
)
の
そ
れ
と
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
通
じ
、
こ
こ
に
智
顕
の

本
法
仏
身
論
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

⑧
 

智
額
は
『
法
華
文
句
』
に
、
本
仏
を
報
身
、
遮
仏
を
応
身
と
論
じ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
は
、
通
じ
て
は
三
身
が
相
即
す
る
旨
を
断
っ
た
上
で
の
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
終
極
的
に
は
不
二
絶
対
の
立
場
か
ら
本
門
所
説
の
報
身
仏
も
迩

門
所
説
の
応
身
仏
も
そ
の
差
異
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
「
発
逃
顕
本

ク

ル

ト

⑨

三
知
来
者
。
永
異
ニ
諸
経
-
」
と
述
べ
て
、
別
し
て
は
本
門
の
仏
身
に
報
身
顕
本

が
見
ら
れ
る
こ
と
に
こ
そ
、
法
華
経
の
超
勝
性
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
智
額
が
『
法
華
文
句
』
に
法
華
経
一
経
を
序
正
流
通
の
三
段
に
分
か
つ

(
一
経
三
段
)
他
に
、
本
議
二
門
の
各
々
に
序
・
正
・
流
通
の
三
段
分
科
(
二
門

六
段
)
を
企
て
、
本
漣
二
門
を
異
な
っ
た
二
つ
の
経
典
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
迩
二
門
に
つ
い
て
は
而
ニ
相
対
的
な
思
想
を



有
し
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で
法
華
経
の
教
相
を
示
す
『
法
華
文
句
』

モ

ナ

リ

ト

や
『
法
華
玄
義
』
に
見
ら
れ
る
「
本
漣
雄
ν
殊
不
忠
義
一
也
」
の
文
も
、
本

漣
の
一
な
る
こ
と
で
は
な
く
、
二
の
異
な
る
こ
と
の
強
調
で
あ
っ
た
と
理
解
せ

ね
ば
な
る
ま
い
。

一
方
『
摩
詞
止
観
』
に
お
い
て
は
、
実
は
本
遁
の
語
す
ら
全
く
見
ら
れ
な
い
。

ノ

ス

エ

ノ

そ
れ
は
湛
然
が
『
法
華
玄
義
釈
畿
』
に
、
「
本
漣
二
門
皆
帰
ニ
実
相
-
。
一
代
義

ク

7

ニ
⑬

旨
威
契
ニ
於
体
-
」
と
示
す
よ
う
に
、
止
観
(
観
心
)
と
い
う
実
践
の
面
に
お
い

て
は
、
本
遮
の
二
門
が
そ
の
対
境
た
る
実
相
の
体
に
お
い
て
同
一
で
あ
る
と
い

う
立
場
に
立
っ
て
い
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
そ
の
仏
身
論
は
、
理

体
と
し
て
の
法
身
を
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

第
二
章

日
本
天
台
に
お
い
て
は
、
顕
密
一
致
の
主
張
と
い
う
固
有
の
問
題
が
存
在
す

⑪
 

る
の
で
あ
る
が
、
初
期
の
中
古
天
台
文
献
と
さ
れ
る
『
本
理
大
綱
集
』
に
は
、

⑫
 

顕
密
一
致
の
仏
身
論
が
説
か
れ
て
お
り
、
法
華
経
の
如
来
寿
量
品
の
仏
を
「
法

身
」
と
す
る
思
想
が
見
え
る
。

⑬
 

『
三
十
四
箇
事
書
』
の
「
本
地
無
作
三
身
事
」
に
は
、
五
百
塵
点
仮
説
諭
が

端
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
衆
生
の
己
心
こ
そ
が
無
始
無
終
の

理
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
顕
す
の
が
久
遠
成
道
の
顕
本
で
あ
る
と
主
張
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
五
百
塵
点
仮
説
論
は
、
そ
の
ま
ま
九
夫
成
仏
の
理
論
的
根

拠
と
な
っ
た
が
、
さ
ら
に
こ
の
衆
生
心
の
無
始
無
終
は
、
衆
生
の
己
心
に
無
作

三
身
を
具
す
る
と
い
う
形
で
、
無
作
三
身
思
想
と
の
関
連
に
お
い
て
説
か
れ
て

日
蓮
の
本
迩
論
に
関
す
る
一
考
察

い
る
。
中
古
天
台
で
は
、
未
修
未
証
の
凡
夫
に
具
さ
れ
た
性
得
の
三
身
こ
そ

「
法
爾
自
然
」
と
し
て
「
無
作
」
で
あ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
で
あ

?
Q

。対
し
て
日
蓮
は
、
五
百
塵
点
を
実
説
と
見
て
お
り
、
五
百
塵
点
は
あ
く
ま
で

も
仏
の
成
道
で
あ
り
、
五
百
塵
点
と
九
夫
成
仏
と
は
直
結
す
る
も
の
で
は
な
い

か
ら
、
日
蓮
の
九
夫
成
仏
は
、
無
作
三
身
の
顕
本
に
よ
っ
て
凡
夫
の
成
仏
を
保

証
す
る
と
い
う
中
古
天
台
の
成
仏
論
と
は
別
の
形
で
展
開
さ
れ
る
は
ず
で
、
そ

こ
に
無
作
三
身
が
媒
介
す
る
こ
と
は
、
理
論
上
あ
り
得
な
い
。
た
だ
し
、
日
蓮

に
凡
夫
実
仏
を
認
め
る
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
中
古

天
台
的
な
事
常
住
と
し
て
の
凡
夫
即
仏
を
言
っ
た
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、

む
し
ろ
そ
れ
を
、
「
純
理
の
世
界
」
と
し
て
は
認
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
無

作
三
身
日
九
夫
実
仏
も
ま
た
、
日
蓮
に
お
い
て
「
理
」
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て

い
た
可
能
性
は
、
全
く
否
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
中
古
天
台
に
み
ら
れ
る
体
の
重
視
は
教
相
門
よ
り
も
観
心
門
に
そ
の

重
点
を
置
く
こ
と
に
繋
が
る
が
、
そ
の
典
型
が
四
重
興
廃
で
あ
る
。
中
古
天
台

に
お
け
る
四
重
興
廃
は
本
迩
の
上
に
観
心
を
立
て
、
そ
こ
に
顕
さ
れ
る
真
理
に

⑪
 

差
別
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
の
勝
劣
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
『
法

華
略
義
見
開
』
の
「
四
重
興
廃
事
」
に
は
三
種
法
華
と
の
関
係
に
お
い
て
、
観

心
は
「
本
遮
未
分
」
の
「
知
来
内
証
」
で
あ
っ
て
こ
れ
は
「
根
本
法
華
」
で
あ

⑮
 

る
と
規
定
し
、
本
遮
と
観
心
の
所
説
に
差
別
を
設
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
中

古
天
台
に
見
ら
れ
る
観
心
最
勝
の
理
論
を
保
証
す
る
の
は
本
迩
未
分
の
根
本
法

華
の
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
は
仏
出
現
以
前
に
お
け
る
真
如
実
相
の
謂
い
に
他
な

一
八
三



ら
な
い
。

真
正
な
日
蓮
遺
文
に
は
、
三
種
法
華
論
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
当
時
の

中
古
天
台
に
三
種
法
華
論
が
成
立
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
く
、
そ
の
よ

う
な
状
態
で
明
確
な
四
重
興
廃
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
三
種
法
華
と
四
重
興

廃
の
密
接
な
関
係
か
ら
考
え
て
不
可
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
日
蓮
に
濃
厚
な
中
古

天
台
義
が
見
ら
れ
る
と
い
う
花
野
先
生
の
見
解
も
不
可
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
日
蓮
遺
文
中
に
見
ら
れ
る
、
久
遠
本
仏
に
題
目
の
受
持
が
あ
っ
た
と
す

る
よ
う
な
表
現
(
久
遠
本
仏
以
前
に
法
華
経
を
設
定
す
る
態
度
)
は
、
中
古
天
台

の
根
本
法
華
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
言
え
、
久
遠
仏
よ
り
前
に
法
華
経
を
設

定
す
る
と
い
う
、
三
種
法
華
に
つ
な
が
る
よ
う
な
思
想
が
日
蓮
に
影
響
を
与
え

た
と
は
言
い
得
る
。

第
三
章

教
相
よ
り
も
観
心
を
重
視
す
る
中
古
天
台
に
お
い
て
は
、
法
身
正
意
論
・
五

百
塵
点
仮
説
論
・
無
作
三
身
論
・
常
同
三
身
論
な
ど
、
常
に
「
実
相
の
体
」
を

中
心
と
し
て
議
論
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
っ
た
場
合
、
本
漣
は
、

各
々
の
所
説
の
「
体
」
は
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
迩
一
致
論
と
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。

一
方
日
蓮
は
、
『
一
代
五
時
鶏
図
』
に
釈
迦
知
来
を
「
久
遠
実
成
実
修
実
証

⑮
 
仏
」
と
し
て
お
り
、
ま
た
『
報
恩
抄
』
(
佐
後
・
真
蹟
存
)
に
、
「
こ
れ
経
文
若

む
な
し
く
な
る
な
ら
ば
、
(
中
略
)
三
千
慶
点
も
戯
論
、
五
百
塵
点
も
妄
語
と

な
り
て

:
A
と
あ
る
よ
う
に
、
五
百
塵
点
を
実
説
と
見
る
報
身
正
意
論
で
あ
っ

一
八
四

た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
五
百
塵
点
を
仮
説
と
す
る
無
作
三

身
論
が
日
蓮
に
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
例
え
ば
『
観
心
本
尊
抄
』
(
佐

⑬
 

後
・
真
蹟
存
)
に
は
、
「
己
心
の
釈
尊
」
な
ど
と
己
心
の
強
調
が
見
ら
れ
、
し
か

も
我
ら
が
己
心
の
釈
尊
は
「
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
の
三
身
」
で
あ
り
「
無
始
の

古
仏
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
は
、
『
三
十
四
箇
事
書
』
に
見
ら
れ
た
、
「
既
此

実
枇
己
心
所
具
的
」
と
い
う
五
百
塵
点
仮
説
論
と
類
似
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、

ニ

ル

ハ

ナ

リ

ニ

日
蓮
は
湛
然
の
『
摩
詞
止
観
補
行
伝
弘
決
』
の
「
当
ν
知
身
土
一
念
三
千
。
故

ノ

7

テ

ノ

ニ

ネ

シ

ユ

@

成
道
時
称
ニ
此
本
理
-
一
身
一
念
遍
ニ
於
法
界
-
」
を
引
い
て
い
る
が
、
五
百
塵
点

と
い
う
実
事
と
、
法
身
の
体
と
し
て
の
一
念
三
千
の
遍
満
を
こ
そ
衆
生
の
本
覚

を
決
定
づ
け
た
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
ら
ば
、
そ
の
本
覚
を
保
証
す

る
も
の
は
、
他
な
ら
ぬ
五
百
塵
点
の
顕
本
で
あ
り
、
そ
れ
を
-
説
い
て
い
る
「
法

華
経
本
門
」
こ
そ
が
、
真
の
本
覚
思
想
を
成
立
さ
せ
、
凡
夫
成
仏
の
根
拠
と
な

り
う
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
常
住
を
認
め
る
よ
う
な
表
現
は
他
に
も
見

ら
れ
る
が
、
日
蓮
が
一
念
三
千
の
教
証
と
し
て
『
蓮
華
三
昧
経
』
の
い
わ
ゆ
る

@
 

「
本
覚
讃
」
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
本
覚
思
想
そ
の
も
の
に
対
し
て
は

そ
れ
ほ
ど
批
判
的
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
現
実
に
事
常
住
の

世
界
が
現
れ
て
い
な
い
こ
と
は
積
極
的
に
認
め
て
お
り
、
そ
の
点
で
当
体
を
全

肯
定
す
る
中
古
天
台
の
本
覚
思
想
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

日
蓮
は
事
常
住
の
世
界
を
理
と
し
て
認
め
、
強
烈
な
末
法
思
想
の
上
で
そ
の

実
現
を
模
索
し
た
が
、
そ
の
方
法
と
し
た
の
が
五
百
塵
点
を
基
準
と
し
た
徹
底

し
た
法
華
経
本
迩
の
相
対
化
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
全
仏
教
を
相
対
的
に
捉

え
、
爾
前
↓
逃
門
↓
本
門
↓
一
品
二
半
と
次
第
し
て
、

一
品
二
半
が
抽
出
さ
れ



る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
体
の
観
心
で
あ
り
「
智
者
の
行
解
」
で
あ
る
と
し
て
斥

け
、
末
法
相
応
の
方
法
と
し
て
は
体
玄
義
で
は
な
く
名
玄
義
を
正
意
と
す
る
と

し
、
末
法
と
像
法
を
対
判
し
て
、
仏
教
思
想
の
根
本
を
「
題
目
」
の
「
名
」
に

集
約
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
き
ら
か
に
本
迩
を
相
対
さ
せ
た
結
果
で
あ

っ
て
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
遮
の
関
係
は
「
勝
劣
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
日
蓮
の
唱
題
思
想
は
、
本
門
勝
・
漣
門
劣
と
い
う
本
迩
勝
劣
論

の
帰
結
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
え
る
。

企土
小口

論

日
蓮
は
、
久
遠
本
時
に
本
仏
の
題
目
受
持
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
事
常
住

の
世
界
が
あ
ら
わ
れ
る
と
見
て
お
り
、
こ
こ
に
事
常
住
の
根
拠
を
求
め
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
日
蓮
の
思
想
は
本
覚
思
想
に
限
り
な
く
近
い
が
、
そ
れ

は
中
古
天
台
の
理
顕
本
を
根
拠
と
す
る
本
覚
思
想
か
ら
脱
却
し
た
、
い
わ
ば
報

身
顕
本
を
根
拠
と
す
る
新
し
い
衆
生
救
済
論
の
樹
立
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
衆
生
の
本
覚
の
上
に
立
っ
た
相
対
的
救
済
論
で

あ
っ
た
と
言
え
、
本
遮
勝
劣
の
思
想
の
上
に
こ
そ
、
そ
の
救
済
の
実
践
た
る

「
唱
題
思
想
」
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
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